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ウツボカズラ属(Nepenthes)の交配種

ウツボカズラの仲間は､葉の中央の脈がつる状にのぴ､先端につぼ形の捕虫袋をつける食虫植物｡

熱帯アジアを中心に約70種が知られ､多くの交配種も作られていますo

食虫植物-みどりの狩人たち
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昆虫や小動物を捕えて食べてしまう植物
がありますo　獲物を捕えるために変化した
菜の形や動きは巧妙で､不思議な魅力があ
ります｡植物でありながら小動物をつかま
えて栄養を補給する｢食山植物｣を紹介し
ますo

食虫植物とは
食虫植物とは､黄緑素をもち独立栄泰_/l三

治をする高等植物のうち､
･乗が変形し発達した描虫器官によって昆

虫などの小動物を捕え
･捕えた小動物を自ら分泌する消化酵素か､

共生する微生物のはたらきを借りて分解
し､栄養分を吸収する

という習性を備えた一連の植物をいいます｡

食虫植物の多くは､有機物の分解が進み
にくい湿原や荒地など､ ⊥嬢の栄養分が乏
しい環境に生育しています｡そこで､虫を

捕えることで栄養分の不足を補っていると
考えられます｡

食虫植物のなかま
世界中には500種あまりの食虫植物が知ら

れ､日本には約20種が分布しています｡代

表的な仲間には次のようなものがあります｡
･タヌキモ科:タヌキモ属(UlrL'cularla)､

ゲンリセア属(GenllSea)､ムシトリスミ

レ属(Pl'nguL'cula)

･ウツボカズラ科:ウツボカズラ属

( Nepen th es)
･サラセニア科:サラ七二ア属(SaL･raCenl'a)､

ダーリングト二ア属(DaTllnglonla)､へ
l)アンフォラ属(HelL'amphora)

･フクロユキノシタ科:フタロユキノシタ

属(Cephalotus)
･モウセンゴケ科:モウセンjケ属(DI･OSeI･a)､

ドロソフイルム属(DITOSOPhyllum)､ハエ

トリグサ属(DL'onaea)､ムジナモ属

( Aldro van da)

太字の属は日本に自生する種を含むもの

捕虫のしくみ
虫をつかまえるやり方には､粘りつけ式､

閉じ込み式､吸い込み式､落とし穴式など
があります｡

粘りつけ式　粟にはたくさんの腺毛が生え
ていて､ネバネバした液を分泌し､薬にと

まった虫を揃えます｡例:モウセンゴケ､

ハエトリグサ　北アメ

リカ原産の食虫植物｡

葉の内側に生えている

感覚毛(右)に2回連

続して触れると､瞬間
白勺に葉が閉じる｡

ムシトリスミレ｡

閉じ込み式　葉の内側にある感覚毛に虫が
触れると､あっという間に乗を閉じて虫を
捕えますo　例:ハエトリグサ､ムジナモo

吸い込み式　捕虫のうの入り口付近の毛に
ふれると､入り口のふたが瞬間的に開いて､

周囲の水といっしょにプランクトンを吸い
込みます｡例:タヌキモ｡

落とし穴式　つぼ状または筒状の捕虫のう
をつけ､落ち込んだ虫を捕えますo　例:ウ
ツボカズラ､サラセニア､フクロユキノシ

タ｡

L特別展示｢食虫植物展｣のご案内
普段はあまり見る機会のない食虫植物で

すが､富山県中央植物園ではこの夏に食虫
植物展を開催し､食虫植物の実物を多数展
示します｡また､捕虫のしくみなどについ
てパネルで解説するほか､自生地を再現し
たコーナーや｢さわって見よう食虫植物｣
のコーナーも設けられますのでお楽しみ
に†

開催日　平成1 2年8月25日(金ト8月30日(水)

8寺　間　9　00-17　00

場　所　サンライト7Ti-)LJ



▲ウツボカスラの仲間の捕虫袋には消化

酵素を含んだ水滴がたまっていて､落ち込

んだ虫が消化　吸収されるo

▲モウセンコケの仲間の葉には

たくさんの腺毛があり､枯頂を

分泌して虫を捕まえるD写真は
細長い葉をもつ北アメリカ東部
産のイトバモウセンコケ｡

ト水中で浮遊生活をする食虫植

物｡タヌキモの仲間(左)が吸い

込み式捕虫をするのに対し､ム
ジナモ(右)はハエトリク廿のよ

うな閉じ込み式捕虫を行う｡

▲ダーリンクト二アカリ

フオル二カ　蛇が鎌首を

持ち上げたような捕虫葉
の様子から"コブラ･ブラ

ンドと呼ばれる｡北アメ

リカのオレコンとカリフ

ォルニアの湿地にみられ

るo

トフクロユキノシタ　ー

見ウツボカズラの仲間に
似た小型の捕虫葉をつけ
るD　オ-ストラリア南西

部原産｡

▲スミレを思わせる美しい花をつけるムシトリスミレの仲間

も､粘りつけ式の食虫植物o葉の表面には微細な腺毛が密に

生えていて粘液を分泌し(右)､泊を塗ったように見えるので
''バター草"の英名があるD写真はメキシコ産のピンクイク

ラ　モラネンシス｡



活動報告

第1 4回植物画講習会
第14回植物画講習会は4月22日(土)､ 23

日(日)の2日間､開催されましたo　講師

には例年と同じく､植物画家でフェアリ
ー･ l)ングの会会員の豊田路子先生､岡EEl

宗男先生に来ていただきました｡講習会に
は定員50名のところ､ 55名が参加され､研

修室は満員の状態でした｡ 1日目は豊田先豊田先
での説生より植物画の描き方や用具につし

明が行われた後､フリージア,アルストロ
メリア､スカシユリを題材に午前中はスケ
ッチ､午後に彩色を行いましたo受講者の

中で初めて参加された方が28名で､絵を描
くのは小学校以来という方もかなりおられ
ましたが､フリージアを相手に熱心に取り
組んでいました｡ 2日目は園内の植物を題
材に前日と同様､午前中はスケッチ､午後
は彩色を行いましたo　画材はイヌシデ､ヤ
シヤプシ､ヤマモモ､ハウチワカエデ､ヤ

マモミジ､ハナモモ､レンギョウ､サトザ

クラ　▲太白'､サトザクラ`嵐山'でした｡

1日目のものより描くのは難しい植物ばか

りでしたが､豊田先生の｢皆さん､昨日よ
りは確実に上手になってますから大丈夫で
すよ｡｣の励ましのもと､頑張って描いてい
ました｡ 2日間の講習を受けられて､受講

者の方は絵を描くことを通して､植物の乗
や花の細かいつくりに驚きを受けたのでは
と思います｡植物画講習会は10月28Eh　29

日にも開催されますので､また多くの方の
ご参加をお待ちしております｡

第21回野生ラン展
5月12日(金)～14日(日)に富山県中央

植物園と富山県蘭協会との共催により中央
植物園サンライトホールで開催され､ 3日
間で2287人の入園者がありましたD今年は
2､ 3月の低温でエビネなどの開花が遅れ､

出展数が心配されましたが､外国産の野生
種やエビネ､ウチョウランなど220鉢の出展
があり､大勢の入園者の目を楽しませてい
ました｡審査の結果､今年は21名の方が富
山県中央植物園長賞､富山県蘭協会長質な
どに入賞されました｡また､ランの花の構
造を解説したパネルや顕微鏡を使ってラン

の種子を観察するコーナーで熱心に学習す
る人の姿が多く見られました｡

講演会｢園芸ランの最近の傾向｣
5月14日(日) 13:00-16■00に中央植

物園研修室において野生ラン展の関連行事
として｢園芸ランの最近の傾向｣と題し､

日本蘭協会及び全日本蘭協会の審査委員で
ある合EEl弘之先生の講演会を開催しましたo
数多い園芸品種の中で､各地で開催された
ラン展の人質花を中心にその品種の特徴な
どをスライドを用いて紹介されました｡特
に､最近世界的に人気があるパフイオペデ
イラム属については品種とその両親を紹介
され､大変興味深い内容でした｡
また､名前の重要性について話され､学

名や英名が読めなくても､和名がないもの

は正確に学名や品種名を書き写しておく必
要があることなどを強調されていました｡
植物園でもランに限らず名前の問題は常に
話題になり､名前の重要性を再認識しまし
た｡



話題の植物

シュクシャ

シュクシャ　HedychL'um coI'OnaI.)'um J

Konigは熱帯アジア原産のショウガ科の植

物で､雪のように白い清楚な花が印象的で
す｡ 'lginger lily" (ショウガユリ)という英

名があるためか､日本ではシュクシャ属の
植物は｢ジンジャー｣と呼ばれていますが､
本来｢ジンジャー(ginger)｣は食用にされ

る別属のショウガ　ZL'nglbeIl 0tflCL'nale

(wllld.) Roscoe　を指す言葉なので混乱が生

じてしまい､ショウガの花としてこの仲間
-　の花を紹介している本も多々見受けられま

す｡

当園では熱帯雨林植物室で夏から秋に花
を見ることができます｡多くの方は｢あら､

椅麗ね｣と言って通り過ぎてしまいますが､
この植物の属名Hedycl'umがギリシャ語の

hedys (甘い香り)とchion (質)の合成語

であることから推測されるように､その魅

力の真価は花香ですo　熱帯地域の女性は､

技師　大原隆明

この花を髪に飾って甘い香りで身を包んだ
i)､洗濯物の間に挟みこんで香りを移した

りして楽しんでいるそうです.花は-El中
ご覧いただけますが､新たな花が開くのは

夕方で､それ以降夜間にかけて香りが最も
強くなります｡今年も8月に予定している
｢夜の熱帯植物を見る｣で､熱帯の夜の甘い
匂いをお楽しみいただけることと思います｡

サラセニア
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サラセ二
はカナダ中

ア科のサラセニア属SaI･Z･aCenL'a

部東海岸からアメリカ東部にか
けて分布し､ 8種が知られていますo　サラ

}　七二アは筒状の葉の内部に虫を落とし入れ
て捕らえる『落とし穴式』の食虫植物です｡
虫を捕らえるために筒状の菜の人口からは
蜜を分泌し虫を誘き寄せます｡蜜に誘われ､
乗の入口にとまった虫が筒状の葉の内部に
落ち込むことにより虫が捕らえられます｡
筒の内部には硬い毛が葉の基部に向かって
密に生えているため､一度落ちた虫はもが
けばもがくほど葉の中-中へと落ち込んで
行き､脱出できません｡筒状の葉の底の壁
からはタンパク質を分解する消化酵素を分
泌し､捕らえた虫は消化され､吸収されま
す｡雨が筒状の葉の内部に溜まって消化酵
素が薄まったり､たくさんの虫が一夜に落
ち込んで消化不良になった場合には筒状の
菜の内部をアルカリ性にしてバクテリアを
増殖させ､捕らえた虫をバクテリアに分解

技師　兼本　正

してもらい吸収します｡
サラ七二アは園内では屋外展示園の世界

の植物ゾーン(整備中の北米の植物エリア)
で見ることができますが､ 8月に開催され
る｢食虫植物展｣でもこの仲間を多数展示
します｡

葉の入口にやってきたハチ(左)｡筒状の葉の断面

(右)｡たくさんの虫が捕らえられている｡



研究紹介

ハナガガシの個体群構造と立地環境

主任研究員　山下寿之

これまでブナ科のシイやカシ熱が優占す
る森林の更新についての研究を行ってきま
したが､ 1998年秋からは､カシの仲間で九

州南部と四国南部にのみ分布し､絶滅危倶
種に指定されているハナガガシ(QueL･CuS

hondae Makino)を対象として､その分布

と地形の関係についての研究を進めていま
す｡ハナガガシが富山県からは遠く離れた
地域に分布することから､宮崎大学農学部
助教授伊藤哲先生との共同で研究を進め､
調香にあたっては同大学農学部附属演習林
の協ノJを得ました｡

ハナガガシが優占する林は社寺林などの
一部で､ほとんどは渓谷の斜面に広がるコ

ジイ(ツプラジイ)を中心とした二次林内

に‖現します｡西日本のコジイ二次林はか
って薪炭林として､あるいはシイタケのホ

ダ木採集として延期的に伐採されてきた林
で､現在も同じように利用されている所が
かなりありますo　このような人為の影響の
ほかに､道路建設やスギの植林などによっ
てコジイ二次林は減少しています｡したが
ってハナガガシの生育地も減少の危機にさ
らされていますC　これまでにハナガガシの

広域的な分布は全て明らかにされていませ

ハナガカシ

んし､ハナガガシの生態についても詳しく

調べられていません｡
現在進行中の調査では､ハナガガシがど

のような場所(地形)に出現し､どのよう

に個体群を維持しているかを明らかにする
ことを目的としました｡

調査は宮崎県EEl野町の宮崎大学農学部開
成演習林内のコジイ二次林(約40年前に伐
揺)内に尾根から谷までの斜面を含むlha
の調査区を設置し､胸高直径5cm以上の樹

木の直径の測定をしました｡さらに､調査　)
区の半分の05haを5m間隔に区切り(5mX
5mの′ト方形区200個) ､それぞれの小方形区

内で低木層(高さ2m)と草本層(高さ
06m以下)の柿生調査を行いました｡

調査結果からハナガガシはコジイ二次林
の中でも卜部谷壁斜面(谷底よりもやや上

部の急傾斜)を中心に分布することがわか
りました｡また､草本層のハナガガシの椎
樹は尾根頂部から谷底まで広く出現します
が､ fI部谷壁斜面､麓部斜面､谷底面では
高い出現頻度を示します｡これは母樹が近
くにあることや椎樹の定着に土壌水分が影
響していることが考えられます｡また､低
木層を構成するハナガガシの幼樹は撹乱の
影響をうけやすい上部谷壁凹斜面と谷底面
以外の場所で､比較的高い出現頃度を示し
ます｡このことは草本層から低木層へ成長
する間に撹乱によって定着できないことが
考えられますo
現在､ハナガカシの椎樹の定着過程での　)

他の構成種との関係について､解析を進め
ています｡また､今回明らかになったハナ
ガガシの分布と微地形との関係をもとに､

広域的に分布地をさがす予定にしています｡

▲ハナガカシの芽生え

<調査地斜面



植物学解説シリーズ

植物バイオテクノロジー(1)

植物組織培養の始まり
一細胞から植物体へ-

-7-

1978年にドイツの研究者によって　山ポマト1

という今までに存iLLなかった新しい植物が細

胞融合というバイオテクノロジーの技術を使っ
て造り出されましたoこの柄物は名前からも想像

できるようにポテトとトマトの両方の迎伝子を

持った雑種植物です｡この話を聞いた人々は地上

部には赤くておいしいトマトがなり､地下には

大きなジャガイモがたくさんできる夢のような

植物を想像しました〔残念ながらこの"ポマド
はわたしたちの食掛こ懸場することはありませ

んでしたが､この出来事により植物バイオテク

ノロジーの夢が人きく広がり､夢でしかなかっ

たものが現実的なものになってきました｡現在

までに柄物ハイオテクノロジーのいくつかはす

でに実用化され､私たちの生泊に役立っている

ものがあります(,このシリーズでは細胞培養か

ら遺伝了･組み換えまでテーマを決めて組織培益

技術(案や茎､根なとの一部を切り取って表面

殺牌したのち､栄達物が入っている培地上で無

菌的に培杏する技術)を用いた植物バイオテク
ノロジーについて順次紹介することにします.

第1 Ld目の今lnlは植物の組織培養の始まりに
ついて紹介します｡

植物組織培登は1830年代後半にシュワンとシ
ュライデンにより発表された細胞説､つまり､

｢細胞は生命の構造的.機能的鼓′ト単位である｣

に始まる分化全能性｢すべての珊胞が再び兼や

根などを持った神物体に再生する能力を持って

､-　いる｣という考えに鵜づいていますD鼓初の組

織培養の研究がトイツの研究者ハーハ-ランド
によっておこなわれたのは今からおよそ100年･前

の1902年のことです｡ハーハーランドは植物の

様々な机織の桶益を試みましたが､この実験は

用いた柄物材料が恋かったことやあまりに早す

ぎた(重要な発見前であった)ため､残念なが

霞目妄
図1脱分化と再分化

不定芽

不定根

主任研究員　神戸敏成

ら失敗に終わってしまいました｡その後､ 1934

年にアメリカのホワイトによってトマトの枇端

の培養が成功し､フランスのコトレによってカ

エデやヤナギなどの形成層からカルスを得るこ

とには成功しましたが､増殖は良くは続きませ

んでした｡

その後､植物組織培益を大きく発展させる二
つの出来事がありました｡いずれも植物ホルモ

ンの発見です｡一つめは1930年代のオーキシン

(インドール酢酸)の発見です｡インドール酢酸

を用いることにより､ 1939年にゴトレらはカル

スを無限に増殖させることに成功しました｡も

う一つは1950年代のサイトカイニン(カイネナ

ン)の発見です｡この二つの植物ホルモンの利

用により柄物の組織培養は飛躍的に発鵬するこ
とになりました｡そして､ 1965年にハ-ジルと

ヒルデブランドにより､単離した一つのタハコ

細胞から植物体再生が成功し､ようやく分化全
能性が証明されたのですo　ただし､現在でもカ
ルスからの植物体の再分化が難しい植物種がた

くさんあります｡

図1のように植物の組織(紫､茎､根など)

を植物ホルモンを含む培地上へ桃え1tJけるとカ

ルスと呼ばれる葉でも茎でも根でもない細胞の

塊が生じてきます(脱分化と呼ばれる)｡このよ

うなカルスは新しい培地へ定期的に植え継ぐこ

とにより無限に増殖します(図2)o　カルスを成

分が異なる培地へ移植すると芽や根が生じます
(#分化と呼ばれる)o　一般的にはサイトカイこ

ンを多く含む培地で培養すると芽(不定芽とい

う)が生じ､オーキシンを多く含む培地で培査

すると根(不定根という)が生じます｡このよ

うな組織培養技術を応用して､脱分化したカル
スを大正に増殖させ､カルスから不定芽を再分

化させることにより､同じ遺伝子型を持った荷

(クローン苗)を短期間に大正に生産することが

可能になりますo

図2　培地上

で増殖を続け

る　L ∩/Um

sargenlJaeの

カルス



お　知　ら　せ

イベント案内

サンライトホール展示(時間　9　00-17　00)

ミニ脱示｢植物と色｣

7月14日(金) ～8月9日(水)

ミニ展ホ｢夜の熱帯植物｣

8月11日(金) ～8月16日(水)

特別展小｢食虫植物展｣
8月25日(金) ～8月30日(水)

特別展示｢世界のタバコ鵬柑物-バイオテクノロ
ジーを文えた植物-｣

9月lR(会)～9月27日(求)

ミニ展示｢森の妖精　きのこ｣

9月29日(金) ～10月25日(水)

観察会
夜の熱帯植物を見る
日　時　8月12日(土)､ 13日(日)

19　00-21 0D (入園は20　30

まで)

場　所　展示温室

講座･講習会
植物染め講習会(県民カレyジ連携講座)
日　時　7月29日(土)､ 30日(日) (2日とも

同一内容) 10　00-16　00

場　所　管理研修棟　実習室

講　師　足立紀実子(女子美術大学講師)
定　員　各日24名　◆要申込(申込の際､受講

希望日を指定してください)

小学Jf_棉物ふしぎ教等

日　時　7月31日(局)～8月2日(水)

10　00･-16　00

場　所　管理研修棟　実習室ほか

定　員　24名(対象　小学校4-6年生) ◆要

申込
親子植物醗察記錬会｢デジカメで花を粘ろう｣
日　時　8月5日(土)

10　00--15　30

場　所　管理研修棟　研修室､植物園内

講　師　富山県情報=房職員

定　量　親子16組　◆要申込(この行事の申込
は富山県情報工房〒930-0866冨山市

高田527 TELO76-444-7887まで)

講演会｢夢の植物を創る｣ ★

Ej　時　9月17日(Ej)

13　00-16　00

場　所　管理研修棟　研修室

講　師　三位正洋(千葉大学園芸学教室教授)

月例行事
口曜植物案内(時間: ll.OO～12:00)

7月2日(日)､ 8月6日(日)､ 9月3日(日)､

10月1日(日)

赫物園オリエンテーリング(時間:10:30-12 30)

7月16日(Ej)､8月20E](日)､9月17巳(Ej)I

10月15日(日)

★川　ノ?r｣■> /い.lll l　-/,/テJ~′'｣■ーl･(

1.日ーl川一二｣

◆

川lr'/--ノ　仁､//∴rl l l 'rノノ

り川　　ノくi

休園日のご案内(7月～9月)I
7月　6日(木)､ 13日(木)､ 21日(金)､

27日(木)

8月　3日(木)､ 10日(木)､ 17日(木)､

24日(木)､ 31日(木)

9月　7日(木)､ 14日(木)､ 21日(木)､

28日(木)

富山県rT.央植物園友の会
､r':成12年度会員の募集について

富山県中央植物園友の会は､中突植物園を中心

に植物の観察や学習を行い､植物についての知識

を深めるとともに､植物園の各種の活動に協力す

ることを目的とした会ですC会員(-般会員)の

方は無料で中央植物園に入園できるほか､友の会

主催の講座　講演会への参弧会報の配布(年4

回)などの特典があります｡会費(一般会員)は

年額3,000円です｡入会こ希望の方は､お近くの

郵便局から､郵便振替にて次の口座に会費を払い

込みください｡

口座番号　00790-2-1 1221

加入者名　書山県中央植物園友の会

友の会の活動を財政的に支援していただく賛助

会員の募集も行っています｡詳しくは､友の会事

務局(冨山県中央植物園内　担当　高橋)までお

問い合せくださいC
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